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呼吸器 感 染症 にお け るT-1982の 使 用経 験

樋 口和行 ・大串 修 ・二宮 清 ・宮崎信義

原田泰子 ・重松信昭

九州大学医学部附属胸部疾患研究施設

新 し く開発 されたCephamycin系 抗生剤T-1982に よ り,呼 吸器感染症14例 を治療 し,次 のよ

うな結 果を得 た。成績 は著効4例,有 効7例,や や有効2例,無 効1例 で,有 効率 は78.6%で あっ

た。やや有 効,無 効例3例 の うち,2例 は肺化膿症,1例 は肺炎で あ り,気 道感染症 に対 しては6

例全例に有 効以上 の成績 が得 られた。 副作用 は特 に認 め られ なか ったが,検 査値異常 として,6例

に軽度の トランス ア ミナーゼ の上昇が認 め られ た。 この うち4例 は投与前か ら肝機能異常が認め ら

れていた もの,ま たは長期投与 例であ る。 したがって本剤 との関係 を疑 わ れ る もの は2例 であろ

う。 これ らの肝機能異 常は,投 与終 了後速 やか に正常 に復 した。以上 の結果 か ら,T-1982は 気道

感染を主 とした呼吸器感 染症 に対 して有用 な薬剤 と考 え られ た。

T-1982は 富 山化 学 工 業(株)お よ び 科研 化 学(株)で共 同開

発 中 の 新 しい 注射 用Cephamycin系 抗生 剤 で あ り,そ の

特 徴 は 各 種細 菌 が 産 生 す る β-lactamaseに 安 定 で,グ ラ

ム 陽 性菌 お よ び グ ラ ム陰 性 菌 に対 して 広 範 囲 な抗 菌 ス ペ

ク トラム を 有 す る こ とで あ る。 特 にPseudommsを 除 く

グ ラ ム陰 性 桿 菌,中 で もEnterobacter, Serratia, Bacteroides,

Proteusな ど に対 して は,従 来 のCephem系 薬 剤 に 比 べ

て さ ら に強 い 抗菌 力 を 示 して い る1)。

呼 吸 器 感 染 症,特 に 肺 炎 の起 炎 菌 は決 定 が 非 常 に困 難

で あ るが2～4),肺炎,肺 化 膿 症 な ど肺 実 質 の 炎 症 で はStrep-

tococcus pneum0niae, Klebsiella pneummiae, Staphylococcus

aureus,E.coliな どの頻 度 が 高 く,ま た 慢 性 気 管 支 炎,気

管 支 拡 張 症 な どの 気 道感 染 で は,Haemophilus influenzae,

Streptococcus pneumonilaeの 頻 度 が 高 い と言 わ れ て い る

4～7)。さ ら に近 年,重 篤 な 基 礎疾 患 を有 す る 患 者 の 長 期

生 存 例 の増 加 や 広 域 抗 生 物 質 の 繁用 な どに よ り,従 来 あ

ま り病 原 性 を もた な い と考 え られ て い た 弱毒 グ ラ ム陰 性

桿 菌 に よ る感 染 症 の増 加 が み られ8,9),こ れ ら に有 効 な薬

剤 の開 発 が 待 たれ て い る。 こ の 意 味 で,T-1982は 今 後

の呼 吸 器感 染 症 に対 して非 常 に有 用 な 抗 生 物 質 と して期

待 が もたれ て い る。

今 回,わ れ わ れ はT-1982の 供 与 を受 け 呼 吸 器 感 染 症

に使 用 す る機 会 を得 た ので 報 告 す る。

1.対 象 お よび 方 法

昭 和56年4月 ～ 昭 和56年12月 に九 州 大 学 呼 吸 器 科 に 入

院 中の 呼 吸 器 感 染 症14例 を 対 象 と してT-1982を 使 用 し

た。 そ の 内訳 は肺 炎5例,肺 化 膿 症3例,慢 性 気 管 支 炎

3例,気 管 支 拡 張 症3例 で あ った 。 性 別 は 男 性8例,女

性6例,年 齢 は17歳 か ら75歳 まで,平 均 年 齢52.6歳 で あ

った。基礎疾患 を有す る症例 は7例 で,肝 疾患2例(内

1例 糖尿病),心 不全,慢 性気管支炎,気 管支 拡張症,

中葉症候群,ア レルギー性気管支肺 アスペルギルス症各

1例 で あった。起炎菌 を推定 し得 たのは8例 で,K.pneu-

moniae 3例,H.influenzae 2例,S.pneumoniae 1例,

S.aureus 1例,Enterobacter cloacae 1例 で あ った。T-

1982の1日 使用量 は全例29で,電 解質溶液200mlに

溶解 し,朝 夕2回 にわけて約1時 間をかけて点滴静注し

た。投与期 間は6日 か ら34日,総 投与量は11gか ら68g

(平均32.3g)で あ った。T-1982は すべて単独投与であ

り,他の抗 生物質 の併用 は行 なわなかった。検査項目は血

液所見(WBC, RBC, Hb, Ht, Platelet),肝 機能(GOT,

GPT, Al-P, T-Bili.),腎 機 能(BUN, Creat.電 解質)

について,投 与 前および投与後に測定した。効果判定は

起炎菌 の消長 と胸 部 レ線所見,発 熱,喀 痰の量および性

状,末 梢白血 球数,血 沈,CRPな どの 自他覚所見によ

って,著 効,有 効,や や有効,無 効 とした。

II.成 績

呼吸器感染症14例 に使用 した成績 は,著 効4例,有 効

7例,や や有効2例,無 効1例 で,有 効以上をとると有

効率78.6%で あった(Table 1)。 無効の1例 はアレルギ

ー性気管支肺 アスペルギルス症 に肺化膿症を合併したも

ので,起 炎菌 はS.aureusで あ った。T-19821日2g

を6日 間使用 したが,熱 型に変化 な く胸写で増悪が認め

られ,細 菌学 的に もS.aumsが 残存 したため,無 効と

判定 した。 この症 例 は 他 剤(CEZ,GM)に 変更後,改

善がみ られた。効 果を疾 患別にみてみ ると(Table 2).気

道 感染症 であ る慢性気管支炎 と気管支拡張症では6例全

例が有効以上を示 し,本 剤の気道感染症に対する有用性
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Table 1 Cases treated with T-1982 (D.I.V. 1g•~2/day)

Table 2 Clinical response of T-1982 classified by diagnosis

Table 3 Bacteriological effect

がうかがえた。肺 実質 の感染 であ る肺 炎 と肺 化 膿 症 で

は,8例 の うち有 効 以上が5例
,有 効率62.5%で あっ

た。起炎菌別に効果 をみて み る とK.pneumoniae 3例

のうち著効1例 ,有 効1例,や や有効1例 であ り,や

や有効 の1例 は細菌学 的にK.pneumoniaeは 除菌 で き

たが,臨 床 的に効果が はっ きりせず,や や有効 と判定 し

た ものである。 なお著効例 はAMPCの,や や有効例 は

DOXY,CEXな どに無効 の症例 であ った。H.influenzae
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Table 4 Liver and renal functions and electrolytes

は2例 と も有効,SPnemoniaらEcloacaeは1例 ずつ

有効,Saumsは1例 無効 で あ った。なお 瓦cloacae

の症 例はDOXY,CMZ無 効例 であ った。

細 菌学的効果は,検 出 した5菌 種8株 中S.aureusは

存続,K.pneumoniaeは2株 中1株 は 減少,1株 が消失

し,他 の菌種4株 はすべ て消失 した(Table 3)。

副作用 としては薬疹,末 梢血好酸球増 多などの アレル

ギー症状 は,全 症例認 め られ なか った。投与前後 の肝機

能 では(Table 4),6例 にGOT,GPTの 軽度 の 上昇が

認 め られ た。 この うち2例 は アル コール性肝障害(Case

1)お よび慢性肝炎(Case 6)に よ り投与前か ら異常が

認 め られていた ものであ り,他 の1例(Case 7)は肺化

膿症 で34日 間 とい う長期間投与 で終了10日後に異常が出

現 した ものであ る。 もう1例(Case 3)は 本剤投与前に

長期間他剤を投与 されていた症例である。よって純粋に

通常 の投与 方法で本剤を使用 して軽度の肝障害が認めら

れたのは2例(Case　 5,9)の み と考え られ る。これらの肝

機 能異常 は本剤投与 中止後,特 に治療せず速やかに改善

が認 め られて いる。 また腎機能およ び血液所見(Table

5)に ついて は,全 症例 にお い て 投与前後に異常ば認め
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Table 5 Haematology

られなか った。

III.考 察

1973年 よ り1979年 に か けて 九 州 大 学 呼吸 器 科 に 入 院 治

療 した呼吸器 感染 症149例 の うち,そ の起 炎 菌 が 同 定 さ

れた もの は約46%で あ り,そ の 中 で はHinflumzae,

Spmmoniaeが 大 部 分 を 占 め ,1くpneumniae,S.au-

reus,P ,aeruginosaが 少数 認 め られ て い る 。 この こ とか

ら,呼 吸器感 染症 の 治 療 の 場 合,S .pnmmoniae,S.au-

msを 主 とす る グ ラム陽 性 球 菌),H.influenzae、K.pneu-

mniae,P.aeruginosaを 主 とす る グ ラ ム 陰 性 桿 菌 を 念

頭 にお いて治療 すれば大過 ない とい うことにな る4,5)。

しか し,近 年 呼吸器感染症 にお ける起炎菌の変遷,す

なわ ちグ ラム陽性 球菌の減 少,グ ラム陰性桿菌の増加が

諸家によ り報告 きれてい る8,9)。この要 因 と して 次の よ

うな ことが考え られ る。(1厘 篤 な基礎疾患 を もつ患者の

長期生存例の増加,(2)老 齢人口の増 加による患者 の高齢

化,(3)最 近の広域抗生剤の開発 とその繁 用10)。このよ う

ないわゆ るopportunistic infectionま た は菌交代症 と

して問題 とな って くる菌には,従 来病原 菌 としてあま り

問題 とな らなか ったSerratia,Enterobacter,Protms,.Pseu-
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domonasな どが含 まれて くる。T-1982は 従来の グラム陽

性球菌 に十分 な抗菌性を保 ちなが ら,さ らにPseudmo-

nasを 除 くグラム陰性桿菌 に抗菌 力を増 し,H.influenzae,

K.pneumoniae、E,coliは もち ろ ん,S.marcescensや

E.cloacaeな どに も抗菌 スペ ク トラムを拡 げた薬 剤であ

り,上 記呼吸器感染症の起炎菌の うち,Pseudomonasを

除 く大部分の菌 に対 して強い抗菌性 を示 すn、 よ って呼

吸器感染症の治療 に本剤はfirst choiceの 薬 剤 と し て

有用な もの と考え られ る。

今 回の検討では,副 作用 として肝機能異常 が比較 的高

率に認め られたが,大 部分は本剤投与前 か ら肝機能異常

が存在 していた もの,ま たは長期投与例 であ り,本 剤 に

基づ くと思われ る異常は2例 であった。第29回 日本化学

療 法学会西 日本支 部総 会新薬 シソポ ジ ウ ム にお け る集

計1)で も肝機能異常 は3.4%で あ り,従 来のCephem系

抗 生物質 とほぼ 同様 の頻度 である。他 に重篤な副作用 も

認 め られてお らず,本 剤 は非常 に使 いやすい抗生物質で

ある といえよ う。

文 献

1) 第29回 日本 化 学 療 法 学 会 西 日本 支 部 総 会, 新 薬 シ

ン ポ ジ ウ ムI, T-1982抄 録 集, 1981

2) BRUMFITT, W.: An evaluation of sputum exami-

nation in chronic bronchitis. Lancet 1957-2 (7009)

: 1306-1308, Dec. 28, 1957

3) LEE, A. W. & M. C. NAUGHT: Bacteriology of

lower respiratory tract secretions, sputum and

upper respiratory tract secretions in "normal"

and chronic bronchitis. Lancet 1959-2 (7112)

1112-1115, Dec. 19, 1959

4) 石 橋 凡 雄: 呼 吸 器感 染 症 と その治 療。 福岡県保険

医 ニ ュ ー スNo. 334: 1～4, May, 1978

5) 大 串 修 ・ 加 治 木 章 ・ 高 本 正 紙, 石橋凡雄: 呼吸

器 感 染 症 にお け るCefmenoxime (SCE-1365) の使

用 経 験 。Chemotherapy 29: 541～548, 1981

6) MAY J. R. : The chemotherapy of chronic bron-

chitis and allied disorders. The English Uni-

versity Press p. 42, 1972

7) FEKETY, F. R.; J. CALDWELL, D. GUMP, J. E.
JOHNSON, W. MAXSON, J. MULHOLLAND & R. THO-

BURN : Bacteria, viruses and mycoplasmas in a-

cute pneumonia in adult. Am. Rev. Respir . Dis,
104 (4): 499--507, 1971

8) 塩 田 憲三: 起 炎菌 か ら見 た最 近 の肺 炎。臨床と研

究54 (12): 12～16, 1977

9) 今 野 淳, 大 泉 耕 太 郎: グ ラ ム陰 性 桿菌肺炎。最

新 医 学36 (11): 2099～2104, 1981

10) JILLOTSON, T. R. & M. FINLAND: Bacterial colo-

nization and clinical superinfection of the res-

piratory tract complicating antibiotic treatment
of pneumonia, J. Infect. Dis. 119 (6) : 597-624 ,
1969

EXPERIENCE WITH T-1982 IN RESPIRATORY

TRACT INFECTION

KAZUYUKI HIGUCHI, OSAMU OOGUSHI, KIYOSHI NINOMIYA

NOBUYOSHI MIYAZAKI, YASUKO HARADA and NOBUAKI SHIGEMATSU

Research Institute for Diseases of the Chest,

Faculty of Medicine, Kyushu University

A new cephamycin antibiotic, T-1982, was administered to 14 patients with respiratory tract infec-
tion. Among them, 5 patients were pneumonia, 3 were lung abscess, 3 were chronic bronchitis and 3 were

bronchiectasis. T-1982 was infused intravenously twice daily at a dose of 1.0 g in 200m1 of electrolyte
solution for mean total dose of 32.3 g. Of the 14 patients, excellent therapeutic effect was observed in 4

(28.6 ), good effect in 7 (50.0%), fair effect in 2 and poor effect in 1. No effect was observed in a patient of
lung abscess caused by Staphylococcus aureus. No adverse reaction was observed. Slight elevation of serum

transaminases occurred in 6 patients, but only 2 cases were assumed to be associated with T-1982. These
findings subsided following discontinuation of the medicament, requiring no particular treatment.


